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はじめに

本研究では，Parrot社のドローンであるANAFI を利⽤し，Androidプログラミングによるド
ローンの操縦アプリケーションの構築を⾏った.このドローンでは，GroundSDKと呼ばれる
Android⽤の開発環境が準備されている．GroundSDKとは，モバイルデバイス⽤のGround
Control Station（GCS）のフレームワークであり，モバイルアプリケーションを作成し，モバ
イルデバイスから直接ドローンを制御できる．その開発環境のセットアップと操縦アプリケー
ションの実⾏を⾏った．また，ドローンに関する関連研究の調査を実施した．



ドローンのハードウェア構成
p本研究では，Parrot社のドローンであるANAFI を利⽤した.

pモバイルデバイスとドローンをペアリングして付属のゴーグ
ルにスマートフォンをセットして，カメラを通してリアルタ
イムの映像を⾒る事できる．

p基本的には，ドローンはリモートコントローラーで操縦する．
また，スマートフォンとリモートコントローラー接続するこ
とで，リモートコントローラーを通うじて，スマートフォン
のアプリによりドローンを制御することができる．



ソフトウェア開発環境
開発環境であるGroundSdkをインストールしてビルドする為には，Android Studioをインス

トールした．GroundSdkをダウンロードし，Android Studio を利⽤して，プロジェクトのイ
ンポートを⾏なった．その後で，Androidのスマートフォンをパソコンに接続し，groundsdk
demoというアプリを実⾏した．右下ある写真は本研究で実⾏したアプリの画⾯である．このア
プリを通して，ドローンを⾶⾏させたり，ドローンの状態を確認することができる．



シミュレーション環境

p Parrot Sphinxは，3Dフォトリアリスティックシミュレーショ
ンである．

p Parrot Sphinxは，Parrotドローン⽤の最先端のドローンシ
ミュレーションツールである．

p Parrot Sphinxは，フォトリアリスティックなレンダリングと
正確なシミュレーションを実現するために，最先端の業界標準
コンポーネント（GazeboおよびUnreal Engine）に依存して
いる．

p Parrot Sphinxを使⽤して，Parrotドローンプラットフォーム
のすべての機能を開発およびテストできる．



おわりに
p本研究では，Parrot社のドローンであるANAFI を利⽤し，Androidプログラ

ミングによるドローンの操縦アプリケーションの構築を⾏った．実験の結果，
実際にスマートフォンから直接ドローンを制御できることを確認した．

pドローンに関連する研究として，災害時の利⽤や⾶⾏経路の最適化に関する研
究調査を⾏なった．

p今後，シミュレーション環境（Parrot Sphinx）のセットアップを⾏い，シ
ミュレーション上での実験を実施する．



参考⽂献

p 佐々⽊ 康徳，松澤 智史，武⽥ 正之，“ドローンを⽤いた災害時の通信インフラの
実装と評価”， 情報処理学会第8１回全国⼤会，pp.121-122，2019.

p 浜中 雅俊，塩⾒ 英樹，"ドローン⾶⾏網の最適設計⼿法"，
情報処理学会第78回全国⼤会，pp.279 - 280，2016.


